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が示された内容となっている O 続く 2
て語られる O 全米の大学図書館の活動
とサーピスの実態の統計から，人的サービスが提供
する品質の問題やトップクラスの研究大学がいかに
野間口.;新刊紹介『続・図書館はだれのものか』
激しい競争を経て，研究大学として切礎琢磨してい
るのか，またそのための基本となる財務面での強化
をいかに法律でサポートしているかを説明している O
また，大学研究図書館協会(ACRL)や研究悶書館
協会(ARL)，独立系研究圏書館協会(IRLA)の歴
史が書かれ，研究大学図書館がいかに整備されてき
たのかが書かれている o 3章ではニューヨークの図
書館が紹介されている O この地区ではニューヨーク
公共図書館(NYPL)が有名であるが，メトロ(ME官'RO)
と呼ばれる盟書館振興財団に加盟する270館を超え
る図害館が.そのつど関係者と使用者の行動様式と
してきたというエピ
ソードは，いかにこの街が図書館を大切に育ててき
たのかがわかる内容となっている o 4章ではイエー
ル大学図書館が紹介されている O 歴史を紐解きつつ，
し，守口を愛しみ，
はないか」と強く5苦られている O
ンスとしてのアーカイ
ている二十一世紀の研究図書館シンポジ、ユウム』
より「我々密書館員は学生に対して明証の本
質について洗練した理解力を養う訓練を行う必要が
あります」と引用している o 6章はオハイオ大学園
をARL加盟館に押し上げた李博士の努力を紹
介するととも
門家に焦点をあて，守口の理解と実践は，記憶力試
験などではなく学位でしか対応できないはずであ
された書誌編纂，蔵
どが紹介されている O
このように本書は107pと非常にコンパクトにも関
わらず，停滞している日本の関書館に足りないもの，
忘れているものを語り，エールを送ってくれている O
だからこそ副題は「図書館の未来を求めて」とした
のだと思う O 非常に国難な未来ではあるが，現実的
な次の一手を考えさせてくれる図書だと感じた。
最後になるが，本書は準備した原稿が紙幅を超過
したため，実は結論が“割愛"されている O 続きが
中部大学国際人間学研究所『アリーナ』第9号に
「ゾクゾク『図書館はだれのものか』 豊かな問書
舘文化を考えるために」というタイトルで掲載され
ている O ぜ、ひ合わせて紹介させていただきたい。
(のまぐち まさひろ 京都大学経済学研究科・経済学部図書室)
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